[bookmark: _GoBack]令和２年度　栃の実基金【市民団体支援事業】活用希望調査票　記入例

※管轄の市町社会福祉協議会あてに本調査票をご提出ください。

※貴団体の昨年度の決算書を併せてご提出ください。

団体名　　ボランティアグループ○○○○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　〒000-0000
住所　　　○○市○○000-0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

連絡先電話番号　000-000-0000　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　
代表者名　△△　△△　　　担当者名　○○　○○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	団体の
主な活動
	【設立年月】平成25年10月
	【会員数】13名

	
	
コミュニティカフェの運営（週４日）

	助成を希望する事業名
	
　活躍の場づくり事業

☑新規事業である　　　□従来から実施している事業である（　年程度）

	事業内容

(※誰を対象にいつ何をするのか等をなるべく詳細に記載)
	
コミュニティカフェを開いているが、利用者は高齢者が多い。
より一層、地域の誰もが（親子、子ども、障害を持つ方、働いていない方等々）利用しやすい居場所、また、集まる人が皆役割を持って関われる居場所をつくる。

・環境整備（４～５月）
　利用者の手作り品等を販売する棚や子どものおもちゃの製作・整備

・カフェの周知強化（通年）
　リーフレットの作成・配布、地域住民向けイベント・学習会の開催

・研修会（６月、１１月）
　地域の専門職を招き、ひきこもりの方等への支援について学び、連携体制を作る。



	目標・
期待される効果
	
・さまざまな立場の人が集い、それぞれ役割を感じながら過ごせる居場所となる。
・“共に生きる”地域づくり
・地域の相談機関等専門職と顔の見える関係を作る。


	活用希望額
	　　　　　　　　　
　　２００，０００　円　※当事業への他の助成の有無　あり・なし













	収支予算
	（費目）
	（金額：円）
	（積算内訳）

	
	【収入】
栃の実基金補助金

会費

	200,000

10,000
	

	
	計
	210,000
	

	
	【支出】
消耗品費
器具備品費
印刷製本費
講師謝金

食糧費



	
90,000
30,000
20,000
50,000

20,000　　　　


	
材料代（木材等）、おもちゃ、その他
スチールラック
リーフレット作成1000部
イベント・学習会講師4回×10,000、
研修会講師2回×5,000
イベント食糧費

	
	計
	210,000
	



















市町社会福祉協議会が記入する欄です。
空欄のまま、市町社協へ提出してください。





	※市町社会福祉協議会記入欄

	
標記事業について、上記のとおり希望がありましたので調査票を提出します。


担当者　　社協名　　　　　　　　　　　　　　社会福祉協議会

　　　　　所属・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




